
夏季休業中の校内研修において、学力・学習状況調査結果を基に、自校の児童生徒のつまずき解消に向
けた、焦点化した取組の推進について共有を図られたことと思います。県全体での課題としては、前学年
や前単元におけるつまずき解消が不十分で、基礎学力の定着に至っていないこと、また、中学校では、家
庭での学習時間が全国最低水準であることが挙げられます。本通信では、これらの課題に対して成果を挙
げている学校の取組を紹介します。ぜひ自校での取組の参考にしてください。

岡山県教育庁義務教育課学力向上担当の先生方へ
平成３０年９月１４日 No.７

県教育委員会が学力調査の結果に基づいて作成した課題集である「たしかめ・トライシート」は、
学習内容の定着状況を把握ができる「たしかめテスト」と、たしかめテストの類似問題に取り組むこ
とができる「トライシート」で構成されています。鴨方東小学校ではこの問題集を、各学年や学校と
しての課題を克服するために活用しています。

浅口市立鴨方東小学校〔情報提供〕
「たしかめ・トライシート」を活用した振り返り学習の徹底

授業時間や朝学習の時間等
を利用して、たしかめテスト
をテスト形式で実施する。
※例えば６月なら２～６年生が前の学年の
１年分のたしかめテストを実施します。

たしかめテスト

課題がみられた問題を全
体・個別で指導した後、対応
するトライシートで、朝学習
や家庭学習で補充する。

トライシート

各学級で問題毎の基準達成
者を算出し、学級・学年のつ
まずきを明らかにし、指導プ
ランを立てる。
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チェック表
学級ごとに集計

取組から見える工夫【見本】

・年度初めに全教職員で「たしかめ・トライシート」
の活用方法について研修し共通理解を図っている。

・年間６回の「たしかめ・トライ」サイクルにより、
課題を確実にとらえ、その克服を徹底している。

・担任に負担が偏らないよう､集計・印刷・丸付け・
補充などの役割分担をきちんとしている｡

・県教委作成の課題集を活用することで準備に要する
時間を減らしている。岡

山
県
マ
ス
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ッ
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今まで県教育委員会が作成した様々な課題集をより使いやすくするために、小中
学校別に一覧表にまとめました。ぜひ活用ください。

掲載場所：義務教育課ホームページ内 http://www.pref.okayama.jp/soshiki/322/

た
し
か
め
テ
ス
ト
（
２
～
６
年
）

※

内
容
は
前
学
年

た
し
か
め
テ
ス
ト
（
１
～
６
年
）

※

内
容
は
該
当
学
年
一
，
二
学
期
分

た
し
か
め
テ
ス
ト
（
１
～
６
年
）

※

内
容
は
該
当
学
年
一
～
三
学
期
分

例えば、基準を達成した人
数が、学級34人中14人と
少なく、全国や県調査でも
課題であることから、補充
学習の必要があると判断し
ます。

問題毎に基準（８割が目
安）を設定して、基準を
満たした人数が何人いる
か集計する。



紹介した２つの学校の取組に共通していることは、学力向上担当者が中心となり役割分担など具体的な
計画をした上で、教職員で共通理解を図り学校全体で足並みを揃えて取り組んでいることです。また、実
行したことを定期的に検証・改善しＰＤＣＡサイクルを着実にまわし、徹底しています。
校内の状況は各校で異なりますが、学力向上担当者には自校の環境や人材を最大限に生かして、成果へ

とつなげるためのコーディネートが求められます。

総社市立総社中学校〔情報提供〕
望ましい家庭学習の習慣づくりに向けた取組の推進

全国調査の結果から、岡山県の中学校３年生が平日に学校の授業以外で１時間以上学習（学習塾等
を含む）する割合は全国で最も少なく、学力の定着や学習習慣を形成する上でも大きな課題となって
います。総社中学校では、週末課題を学校全体で取り組ませかかった時間に基づき課題を適正化する
ことで、望ましい家庭学習の習慣づくりを推進し、成果を上げています。

教科担任
課題名・提出日等を共有フォ
ルダ内の一覧表に入力

木

印刷担当者 一覧表を印刷・配付準備

金

担任 一覧表を回収
※課題は指定された期日・方法で提出

月

集計担当者 学習時間と提出者数を集計

学力向上担当者 集計結果を各学年団に回覧

月・火

生徒 学習時間を一覧表に記入

土・日

総社中学校の望ましい家庭学習習慣づくりの取組（イメージ）

教科担任 課題量の調整

学年団 生徒への働きかけと補充学習

週末課題の１週間の流れ

週末課題一覧表 提出の期日やタイミングを、
具体的に書くことで、生徒が計
画的に課題に取り組めるように
している。

【見本】

取組のねらい

・生徒自身に課題の内容と量を的確に把握させることで、自主的・計画的に家庭学習に取り組ませる。

・教師が生徒の週末課題に要した時間を教科ごとに集計・把握することで、適切な内容、質、量になるよう
教師がマネジメントし、生徒が課題を最後までやりきることができるようにする。

集計結果の
教師への回覧

【見本】

取組を実施するに当たって

生徒の反応 〔生徒アンケートより抜粋〕

※生徒に学習時間を記入させることによって、時間を意識
しながら計画的に取り組んでいることが分かります。

取組から見える工夫

・やりきらせることが徹底されており、未提出の生徒には補
充学習を実施することで習慣化を図っている。

・その際、生徒との人間関係づくりを大切にすることで、課
題への取組や補充学習指導に否定的にならないよう配慮し
ている。

・部活動よりも宿題提出や補充学習が優先であることを生徒、
教師ともに申し合わせている。（生徒､教師の共通理解）

・課題は一覧表のほか、学習係が毎
授業終了直後に必ず教科担任に確
認し、学級の「宿題ボード」に記
入することで、二重チェックでき
るようにしている。

重要!!

課題にかかった時間を分単位
で記入する。（※大規模校など
で、生徒数が多く教科ごとの集
計が難しい場合は、合計欄を追
加して生徒に記入させ、それを
集計することも考えられる。）

自主学習の教科、内容、時間
も記入させて、同様に集計を行
う。

一覧表の提出人数
担任は未提出者に声をかける。

教科ごと、学級ごと、学年全体
のかかった時間の平均を記載し
ている。
極端に時間が多かったり少な
かったりしたときは、学力向上
担当者が教科担任に声をかけて
確認をしている。

自主学習の時間を加えて、総合
計を算出している。事前に設定
した学年ごとの目標値と比べて
状況を分析する。
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